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チャレンジ地域
の
居
場
所
づ
く
り
で

孤
立・孤
独
を
解
消

東
京
都
八
王
子
市
・
社
会
福
祉
法
人
草
む
ら

精
神
障
害
者
の
自
立
生
活
を
支
援

　
東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
草
む
ら

は
、
精
神
障
害
者
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
就
労
支
援
、
自
立
生
活
支
援
、
相
談
支

援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
法
人
の
沿
革
と
し
て
は
、
平
成
9
年
に
多
摩
総
合

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
デ
イ
ケ
ア
に
通
所
し
て

い
た
障
害
者
の
家
族
が
集
ま
り
、「
親
の
会
」
を
立

ち
上
げ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
後
、
精
神
障
害

者
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
任
意
団

体
の
設
立
を
経
て
、平
成
16
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
、

就
労
支
援
や
自
立
生
活
支
援
、
相
談
支
援
な
ど
の
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
平
成
30
年
に
社
会
福
祉
法
人
草
む
ら
を

設
立
し
、支
援
拠
点
と
な
る
「
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」

を
開
設
。
同
施
設
で
は
、特
定
相
談
支
援
事
業
所「
ぷ

ら
っ
と
訪
夢
」、
就
労
移
行
支
援
「
シ
ャ
ル
夢
」、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
「
ぶ
る
ー
夢
」
の
各
種
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
就
労
移
行
支
援
で
は
、
一
般

就
労
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
の
向
上
、
就
職
活
動

の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
で
は
、
弁
当
や
菓
子
、
加
工
品
等
の
製
造
・
販

売
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
は
、
農
作
物
の
生
産
等
を
行

う
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
を
運
営
し
て
お
り
、農
福
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、

認
定
農
業
者
お
よ
び
農
地
所
有
適
格
法
人
の
株
式
会

社
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
ラ
を
設
立
し
、
有
機
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
就
労
支
援
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
グ
リ

ー
ン
ガ
ー
ラ
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産

や
加
工
、
販
売
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
実
習
が
で

き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
が
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
で
孤
立
す
る
人
の
相
談
対
応
と

社
会
参
加
の
機
会
を
提
供

　
同
法
人
は
、
令
和
５
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
地
域
で
孤
立
・
孤
独
に
陥
る
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
の
社
会
参
加
を
促
す
事
業
」
を
実
施
し
て
い

る
。

　
同
事
業
は
、
地
域
で
孤
立
・
孤
独
に
陥
る
人
へ
の

相
談
対
応
と
と
も
に
居
場
所
や
社
会
参
加
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
社
会
参
加
や
居
場
所

の
相
談
、
②
定
期
的
な
居
場
所
と
社
会
参
加
機
会
の

提
供
を
行
っ
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
理
事
長
の
風

間
美
代
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
活
動
拠
点
の
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
は
、
昭

和
46
年
に
東
京
都
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
入
居
が

始
ま
り
、
そ
の
頃
の
入
居
者
は
団
塊
の
世
代
を
中
心

に
現
在
65
～
84
歳
と
な
り
、
そ
の
こ
ど
も
世
代
も
40

～
60
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
親
が
現
役
世
代
の
こ
ろ

は
、
こ
ど
も
が
ひ
き
こ
も
り
や
仕
事
に
就
い
て
い
な

く
て
も
支
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
支
え
ら
れ
な
い

年
齢
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
４
０
７
０
問
題
か
ら

５
０
８
０
問
題
、
さ
ら
に
は
６
０
９
０
問
題
に
ま
で

進
展
し
て
い
ま
す
。
孫
世
代
の
ひ
き
こ
も
り
や
生
活

困
窮
、
就
労
が
困
難
な
相
談
が
増
え
、
広
い
年
齢
層

で
の
孤
立
・
孤
独
に
陥
る
人
が
多
い
こ
と
が
地
域
の

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
社
会
福
祉

法
人
草
む
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　多摩ニュータウンが抱える独自課
題やニーズに対応した活動を実施さ
れました。地域住民や学生などがボ
ランティアとして活発に活動に参加
するなど、WAM助成事業実施以前
から多様な方々に信頼される開かれ
た事業運営をされてきた証左だと拝
察いたします。加えて、助成後は、
新しい居場所づくりを検討されるな
ど、相談者にとっての入口づくり（参
加支援）も視野に入れている点も高
く評価しました。
　今後、この活動を中心とした支援
の輪がより一層広がっていくことを
期待いたします。
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課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で

は
孤
立
や
孤
独
に
陥
る
人
た
ち
の
相
談
支
援
を
行

い
、
居
場
所
や
社
会
参
加
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
と
つ
な
が
り
、
活
躍
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

　
な
お
、
事
業
名
で
は
「
高
齢
者
と
障
害
者
な
ど
」

と
表
記
し
て
い
る
と
お
り
、
ひ
き
こ
も
り
や
生
活
困

窮
、
就
労
困
難
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
若
者
を
含
め
、
幅
広
い
年
齢
層
を
対

象
と
し
て
い
る
。

来
所
・
電
話
相
談
と
と
も
に

訪
問
支
援
を
実
施

　
相
談
支
援
で
は
、
地
域
で
孤
立
・
孤
独
に
陥
る
人

た
ち
を
対
象
に
来
所
や
電
話
に
よ
る
相
談
を
受
け
、

相
談
事
例
に
応
じ
て
精
神
科
専
門
医
や
精
神
保
健
福

祉
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
を
配
置
し
た
精

神
保
健
相
談
室
に
お
い
て
面
談
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
来
所
に
よ
る
相
談
が
困
難
な
当
事
者
に

対
し
て
は
、
精
神
科
専
門
医
に
よ
る
訪
問
相
談
を
行

う
ほ
か
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
が
医
療
機
関
の
受
診
や
行

政
の
各
種
手
続
き
な
ど
の
同
行
支
援
を
実
施
し
た
。

　
助
成
期
間
中
の
相
談
件
数
は
延
べ
１
万
３
０
３
６

件
に
の
ぼ
り
、
相
談
者
の
年
齢
は
40
～
70
歳
代
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

　「
相
談
に
至
る
経
路
と
し
て
は
、
連
携
体
制
を
構

築
す
る
関
係
機
関
を
通
じ
て
相
談
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
場
合
は
本
人

の
ほ
か
社
協
や
民
生
委
員
、
地
域
住
民
な
ど
、
若
者

の
場
合
は
親
か
ら
の
相
談
や
、
親
の
訪
問
診
療
や
訪

問
看
護
の
際
に
自

宅
に
誰
か
が
い
る

と
医
師
や
看
護
師

か
ら
相
談
が
入
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
相
談
内
容
に

つ
い
て
は
、
家
族

や
自
殺
、
ひ
き
こ
も
り
、
生
活
困
窮
、
病
気
に
関
す

る
内
容
の
ほ
か
、
居
場
所
や
趣
味
に
関
す
る
相
談
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
」（
風
間
理
事
長
）。

地
域
の
関
係
者
と
の
情
報
共
有
と

連
携
体
制
を
構
築

　
同
時
に
、
行
政
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社

協
、
民
生
委
員
、
町
会
、
警
察
、
医
療
・
福
祉
専
門

職
な
ど
で
構
成
す
る
関
係
者
と
の
定
例
会
を
毎
月
開

催
し
、
地
域
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
連
携
体
制

の
強
化
を
図
っ
た
。
協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に

令和5年度事業

社会福祉法人草むら
地域で孤立・孤独に陥る高齢者や障害者などの
社会参加を促す事業

【事業概要】
　地域で孤立・孤独に陥る高齢者や障害者をはじめ、生きづらさ
を抱える人たちに対し、相談支援を行うとともに、居場所や社会
参加の機会の提供などを通じ、自己肯定感を高めながら地域とつ
ながり、支援の担い手として活躍できるよう支援する事業

【実施内容】
◆�地域で孤立・孤独に陥る高齢者や障害
者などの社会参加や居場所の相談
地域で孤立・孤独に陥る人たちを対し、
来所や電話、訪問・同行支援による相
談対応を行
う と と も
に、地域の
関係団体と
調整して社
会資源につ
なげる

◆定期的な居場所と社会参加機会の提供
定期的な居場所や社会参加の機会を提

供するため、
朝食会や地域
の社会資源と
連携したイベ
ントを開催

事業概要

【成果】
◆相談支援では、年間延べ1万3036件の相談対
応を行い、実人数で1201人を地域の社会資源
につなげることができた。
　　さらに、地域の関係者（自治体、地域包括支援
センター、社協、警察署、民生委員、医療・福祉
専門職など）と毎月定例会を開催し、地域課題を
共有しながら連携体制を強化。夜間などに医療の
必要性があるケースでは、医療機関と連携して即
日入院につなげられる体制を構築した

◆年間52回開催した朝食会「草むらモーニング」
には、地域で孤立する高齢者や障害者、若者など
延べ3055人が参加した。地域のコミュニケー
ションの場として浸透し、継続的につながりなが
ら困りごとを相談したり、参加者同士が互いに支
えあう場となった

▼
助成事業後の波及効果
　居場所づくりや社会参加の取り組みが評価され、
令和6年4月から八王子市の「認知症高齢者等
社会参加活動体制事業」を受託することに至った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
700万円

15 ●WAMー2025.4

支援拠点となる「グリーンビレッジ」。特定相談
支援、就労移行支援、就労継続支援 B 型事業所
を併設

3 階に設置する精神保健相談室では、相談事例に
応じて精神科専門医や精神保健福祉士、社会福祉
士、相談支援員が対応を行う
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よ
り
、
相
談
者
の
実
人
数
１
２
０
１
人
を
地
域
の
社

会
資
源
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
地
域
の
関
係
者
と
の
定
例
会
に
つ
い
て
、
事
務
局

長
の
遠
津
孝
保
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
地
域
の
関
係
者
と
の
定
例
会
は
、
設
立
当
初
か

ら
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、
地
域
課
題
の
共
有
を

図
り
な
が
ら
、
互
い
に
紹
介
し
あ
う
こ
と
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
５
０
８
０
問
題
の
よ
う

に
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
家
族
か
ら
の
相
談
が
あ

っ
た
と
き
に
は
、
高
齢
者
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
支
援
に
入
り
、
障
害
が
あ
る
場
合
は
当
法
人
が

受
け
入
れ
る
と
い
う
か
た
ち
で
役
割
分
担
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
精
神
障
害
を
も
つ
相
談
者
の
な
か
に

は
、
夜
間
に
医
療
機
関
に
つ
な
げ
る
必
要
性
が
あ
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
医
療
機
関
と
連
携
し
て
即

日
入
院
が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
ほ
か
、
運

営
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
活

用
し
て
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
」。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
提
供

　
地
域
で
孤
立
・
孤
独
に
陥
る
人
へ
の
定
期
的
な
居

場
所
と
社
会
参
加
の
機
会
の
提
供
で
は
、
孤
食
者
を

対
象
に
し
た
朝
食
会
や
、
社
会
資
源
と
連
携
し
た
イ

ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
た
。

　
毎
週
火
曜
日
の
7
～
9
時
の
時
間
帯
に
行
う
朝
食

会
「
草
む
ら
モ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、年
間
52
回
開
催
し
、

延
べ
３
０
５
５
人
が
参
加
し
た
。
高
齢
者
を
中
心
に

ひ
き
こ
も
り
の
こ
ど
も
が
い
る
家
族
や
生
活
困
窮
家

庭
な
ど
が
利
用
し
て
い
る
。

　「
当
初
は
孤
立

し
て
い
る
多
く
の

人
た
ち
に
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
、

地
域
の
民
生
委
員

や
社
協
、
町
会
な

ど
か
ら
情
報
収
集

を
行
い
、
一
人
ひ

と
り
に
声
か
け
を

し
て
い
ま
し
た

が
、
口
コ
ミ
な
ど

で
活
動
が
伝
わ

り
、
開
始
か
ら
2

カ
月
で
毎
回
50
人
を
超
え
る
方
に
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
居
場
所
は
、
一

般
的
に
女
性
の
利
用
者
が
大
半
を
占
め
、
と
く
に
高

齢
男
性
の
利
用
は
少
な
い
の
で
す
が
、
も
と
も
と
孤

食
の
高
齢
男
性
を
対
象
に
考
え
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
男
性
の
利
用
者
が
3
割
以
上
い
る
こ
と
が
特
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
」（
遠
津
氏
）。

　
朝
食
会
で
提
供
す
る
食
事
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

で
ご
飯
や
お
か
ゆ
、
パ
ン
に
加
え
、
毎
回
6
品
以
上

の
総
菜
を
用
意
し
て
い
る
。
食
材
は
就
労
支
援
で
栽

培
し
た
有
機
野
菜
を
用
い
て
い
る
た
め
、
利
用
者
か

ら
「
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
お
い
し
い
」

と
好
評
だ
と
い
う
。

　「
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
利
用
者
同
士
が
交
流
を

図
る
こ
と
で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
継
続
的
に
参
加
す
る

利
用
者
の
変
化
と
し
て
わ
か
り
や
す
い
の
は
、
ひ
き

こ
も
り
が
ち
で
あ
っ
た
人
た
ち
が
身
な
り
に
気
遣

い
、
オ
シ
ャ
レ
を
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
す
」（
風
間
理
事
長
）。

　
朝
食
会
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
や
継
続

的
に
つ
な
が
る
こ
と
で
気
軽
に
困
り
ご
と
を
相
談
し

た
り
、
利
用
者
同
士
が
互
い
に
支
え
あ
う
居
場
所
と

し
て
浸
透
し
て
い
る
。
朝
食
会
の
利
用
を
き
っ
か
け

に
孤
立
し
て
い
た
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
法
人

の
活
動
に
協
力
す
る
な
ど
、
支
援
す
る
側
に
回
る
こ

と
が
増
え
、
な
か
に
は
法
人
職
員
と
し
て
雇
用
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

　「
さ
ら
に
、
朝
食
会
の
開
催
時
に
は
他
法
人
が
行

う
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
情
報
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
利
用
者
が
地

域
の
活
動
に
参
加
し
た
り
、
障
害
の
あ
る
方
が
当
法

人
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、
ハ
ブ
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左から事務局長の遠津孝保氏、副理事長の
松岡都氏

主に孤食者を対象にした朝食会「草むらモーニング」には、年間延べ 3055 人が利用する。
バイキング形式の食事を楽しみながら、利用者同士がコミュニケーションを図る場となっ
ている
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

�お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
」（
遠
津
氏
）。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
若
年
性
認
知
症
の
患
者
を
対
象

に
し
た
「
活
き
活
き
人
生
相
談
会
」
や
、
発
達
障
害

の
乳
幼
児
親
子
を
対
象
に
し
た
音
楽
療
法
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
「
笑
い

ヨ
ガ
」、「
合
唱
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

八
王
子
市
の
モ
デ
ル
事
業
を
受
託

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
相
談
支
援
で
は
本
人

や
家
族
、
関
係
者
を
通
じ
て
相
談
を
受
け
、
事
例
に

応
じ
て
専
門
職
が
面
談
や
訪
問
支
援
な
ど
の
対
応
を

行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
の
社
会
資
源
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
事
業
の
反
響
と
し
て
は
、
行
政
の
視
察
や
他
団
体

か
ら
の
問
合
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
活
動
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。さ
ら
に
、

居
場
所
づ
く
り
や
社
会
参
加
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
令
和
6
年
4
月
か
ら

八
王
子
市
の
モ
デ
ル
事
業

「
認
知
症
高
齢
者
等
社
会

参
加
活
動
体
制
事
業
」
の

受
託
に
至
っ
た
。

　
一
方
、
今
後
の
支
援
を

し
て
い
く
う
え
で
の
課
題

と
し
て
は
、
朝
食
会
の
活

動
の
浸
透
に
よ
る
利
用
者

の
増
加
に
伴
い
、
マ
ン
パ

ワ
ー
や
運
営
費
の
確
保
が

厳
し
い
こ
と
を
あ
げ
る
。

　「
と
く
に
、
地
域
で
は

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
自
法
人
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
地
域
に
は
シ
ニ
ア
サ
ー
ク

ル
や
こ
ど
も
食
堂
、
精
神
障
害
者
の
居
場
所
な
ど
社

会
資
源
が
増
え
て
お
り
、
地
域
の
関
係
団
体
に
対
し

て
ハ
ブ
と
な
る
拠
点
づ
く
り

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と

で
、
さ
ら
に
孤
立
・
孤
独
に

陥
る
人
た
ち
を
社
会
資
源
に

つ
な
げ
、
地
域
の
な
か
で
自

分
の
役
割
を
も
ち
な
が
ら
、

活
躍
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
風
間
理
事
長
）。

　
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
地

域
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
た
人
た
ち
の
孤
立
・
孤

独
の
解
消
を
目
指
し
、
地
域

と
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
づ
く
り
を
行
う
同
法
人

の
今
後
の
活
動
の
広
が
り
が

期
待
さ
れ
る
。

　　

　助成事業では、地域で孤立や孤独
に陥る人たちを対象に、相談支援や
社会参加の機会の提供を通じて、当
事者の自己肯定感を高めながら、地
域とつながることに取り組みまし
た。朝食会への参加をきっかけに、
さまざまな社会資源に結びつけ、問

題解決を図るとともに、地域のなかで自分の役割をもつことや
活躍できるよう支援できたことは成果だと感じています。
　また、今後の展望としては、孤立・孤独に陥る人たちは多世
代にわたることから、世代ごとの個別なモデル事業と多世代に
わたる共生型のモデル事業に整理していく必要性があると考え
ています。

社会福祉法人草むら理事長

風間  美代子氏

個別モデルと
共生型モデルの整理が必要

〒 192−0364　東京都八王子市南大沢 2 丁目 220 番 9 
T E L： 042−689−6700
F A X： 042−689−6712
U R L： https://social.kusamura.org/
設　　立：平成 30 年 12 月
理 事 長：風間　美代子

◆団体概要
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社会参加の機会として定期的に開催する「合唱
イベント」や「笑いヨガ」は、毎回 50 人を超
える参加者が集まる
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